
スクールバスの歩みを振り返る【平成25年12月25日　出発式】

お礼とお願い 令和４年度ＰＴＡ会長（教育後援会顧問） 前川 達彦

令和４年度教育後援会長 池田 寛行

教育後援会は、PTAとともに東舞鶴高校の教育環境充実のための支援を続けてきています。なかでも平成25年度

から運行を開始したスクールバスについては、TOMAIを愛する先人の方々の意志を受け継ぎ、平成31年度からコス

モ観光様の多大な協力のもと、教育後援会が東高の先生方とともに自主的な運行を担ってきました。

バスを安定的に運行するには、少なくとも年間約500万円の資金が必要ですが、令和２年度には生徒数減少やコ

ロナ禍の影響などにより資金面で大きな困難に直面し、次年度途中での運行停止も考えざるを得ないほどでした。

そこで令和３年度には従前からの支援者の方々や同窓会に加え、すべてのPTA会員の皆様に寄附をお願いしたとこ

ろ数多くの会員様から寄附をいただくことができました。また、舞鶴市内の多くの事業者の方々からも「地元舞鶴

市をますます活性化するには、東高が元気に」との叱咤激励とともに多くの寄附をいただきました。このような支

援を得ることで無事に令和３年度を乗り切り、４年度も運行をスタートさせることができています。皆様の御支

援・御協力を本当にありがとうございます。

とは言え、決して黒字は生み出さないのがスクールバス。引き続き多くの方々の後押しが

必要です。青いボディのスクールバスがこれからもたくさんの生徒を乗せて街中を走れるよ

うに、そして未来の舞鶴市を支える子どもたちの学びのために、学校と協力して「スクール

バス応援プロジェクト」を推進し、バスを安定的に運行していきたいと思います。多くの

方々の熱い御支援・御協力を引き続きよろしくお願いします。

発進します!  「スクールバス応援プロジェクト」
京都府立東舞鶴高等学校 教育後援会 スクールバスだより（令和４年６月発行）

【スクールバス応援プロジェクト】

スクールバスを応援する方からのメッセージを掲載しています。右上のQRコードを読み取り御覧ください。

※今後は学校ホームページで継続的にメッセージを公開していく予定です。

※この応援メッセージに登場してくださる方を募集しています。企業・団体・個人いずれも可ですので、

連絡をお待ちしています。 → 連絡先 メール：shiojiri@kyoto-be.ne.jp （校長 塩尻徹）

TEL：0773-62-5510 FAX：0773-62ｰ1451（東舞鶴高校）

これからも皆様とともに歴史を重ねていきたいと思います。



　

御礼 校長 塩尻 徹

いつも東舞鶴高校の教育活動に深い御理解と多大なる御協力を頂きありがとうございます。とりわけスクールバス

の運営については、同窓生を始め多くの市民の皆様、事業者や団体の方々、そしてPTA会員の方々から力強く背中を

押していただくように支援を頂き、心より感謝を申し上げます。

東高のスクールバスは、今の在校生だけでなく、未来の東高生の有意義な高校生活や安心安全な通学を支える大切

な財産です。そして過去の卒業生の皆様の母校愛や先輩教職員の愛校心、市民の皆様の地元高校に対する期待、そし

て未来の東高生に贈る夢や希望などのシンボルです。このスクールバスを利用して、ますます多くの生徒が東高に集

い、学校がますます元気になり部活動なども活性化するよう、教育後援会の皆様といっしょにプロジェクトを進めて

いきます。皆様の応援メッセージから学校全体が元気をもらい、生徒にとっては、

これが地域創生活動やキャリア教育につながる大切な機会にもなると考えています。

学校としても生徒の利便性を高め、利用者数増加に努めていきますので、引き続き

力強い御支援をなにとぞお願いいたします。

利用生徒（１年）にインタビュー
☆東高に入学して、実際にスクールバスで通学してみてどう？

ー楽しいです。友だちとおしゃべりしながら通学できるし、通学がとても楽ちんです。学校に早く

着くし、自転車を２台買わなくて済むし。バスの中で、違うクラスで他中学校出身の人で、話す

人ができました。寝られるのがうれしい、という人もいます。また、小テストなどがある日は、

単語テストの勉強とかをバスの中でできるのもメリットだと思います。

☆スクールバスを応援する地元の数多くの方々や企業から、たくさんの寄附をもらって運行できていることを知ってた？

ーそんな寄附をしてくださる方がいたことは知りませんでした。寄附をありがとうございます。運行協力金だけでは資金が足

りないと知ったので、もっと乗る人を増やさないといけないですね。 （詳しくはホームページを御覧ください ）

ＩＣカードでみんなが便利に

スクールバスの運行にあたっては、市内のＮＰＯの支援をいただき令和３年度から

ＩＣカードによる乗車確認を行っています。利用生徒は各自１枚ずつＩＣカードを持

ち、乗車時に「ピッ」と読取機にかざすことで誰がいつどの区間で乗車したかを記録

できます。これにより利用生徒の乗降マナーが良くなり、利用状況の把握も容易に

なって教員の働き方改革にも大いに貢献することとなりました。

■導入のサポートをいただいたMaizuru Bamboo Monsters様からのメッセージ■

私たちは最初のきっかけをご提供させていただいただけで、限りなくゼロに近いコス

トでこの機能の導入・実装に至ったのはひとえに先生方のご尽力に他なりません。ス

クールバスの運用存続に向けて、PTAや同窓生の皆様、そして先生方を含む様々な方

が動かれたとお聞きしており、地域の学校を地域で支えあう姿がとても美しく感じま

した。さらなる安定した運行に向けて、ますますのご清栄をお祈り申し上げます。

この機器にカードをかざします

ワンタッチで便利になりました

東高のホームページを御覧ください。

東高は令和３年度にホームページを全面リニューアルしました。日々の学校

生活の様子やスクールバス運行状況、またスクールバス応援プロジェクト（表

面を参照）などを発信していますので、ぜひ御覧ください。tps://

https://www.kyoto-be.ne.jp/higashimaizuru-hs/mt/ 

※スクールバス応援プロジェクトは、トップページの「スクールバス関連」から御覧ください。


